別紙－４

1　出来形及び品質のばらつきの考え方（社内管理基準を定めている場合は，社内管理基準に対するばらつきで判断する。）
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出来形及び品質のばらつきの考え方

［管理図の場合］

（上・下限値がある場合） （下限値のみの場合）

［度数表またはヒストグラムの場合］

ばらつきが小さい ばらついている ばらつきが大きい
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［管理図の場合］

2　多工種複合工事の取り扱い

（1） 主たる工種で評定する。なお，多工種で評定対象が重要な場合はこの限りではない。

（2） コンクリート橋は，プレテンション桁等，工場で製作される構造物も対象とする。

（3） 評定は，「合併工事」欄を活用する。

３　出来形のばらつきの判断について

※出来形のばらつきについては，打点数は考慮しない。

※土木工事施工管理基準の出来形管理基準の規格値が定められている工種で，社内管理基準を定めた場合は，社内管理基準の80％，50％，社内管理基準値を定めていない場合は，土木工事施工管理基準の規格値の80％，50％でばらつきを評価する。

※土木工事施工管理基準の出来形管理基準の規格値が定められていない工種については，監督職員と協議した数値（社内管理基準）の80％，50％でばらつきを評価する。

※社内管理基準を外れていても，土木工事施工管理基準の規格値を満たす場合は，評価は「c」とする。

※土木工事施工管理基準の規格値が下限値のみしかなく，出来形が過大となる部分がその機能上支障とならない工種（基礎砕石，均しコンクリート等）は，ばらつきの判断の対象としない。

※「概ね80％以内」「概ね50％以内」とは，測定値の８割が80％若しくは50％以内であることとする。

４　品質のばらつきの考え方の留意点

　【主たる工種の考え方】

※主たる工種は，原則として請負代金額の2割程度を超える工種の中から検査員が選択する。（対象工種は，直接工事費の大きいものから最大3工種までとする。）

【品質のばらつきの判断について】

※打点数等が少なくばらつきの判断ができない場合とは，測定数が10点未満の場合とし，測定基準による測定数が10点未満の場合に，自主的に10点以上測定した場合も同様とする。
※土木工事施工管理基準の品質管理基準の規格値が定められている工種で，社内管理基準を定めた場合は，社内管理基準の80％，50％，社内管理基準値を定めていない場合は，土木工事施工管理基準の規格値の80％，50％でばらつきを評価する。

※土木工事施工管理基準の品質管理基準の規格値が定められていない工種については，監督職員と協議した数値（社内管理基準）の80％，50％でばらつきを評価する。

※社内管理基準を外れていても，土木工事施工管理基準の規格値を満たす場合は，評価は「c」とする。

【『有害なクラックが無い。』の評価について】

※0.2mm 未満のクラックでも，発生箇所，発生量等を勘案して，有害なクラックかどうかを判定する。

※ひび割れ調査を行わずクラック補修を行っていれば評価しない。

※監督職員と協議を行ない，有害なクラックであると判断されて補修を行った場合は，評価しない。
【ひび割れ調査】（土木工事施工管理基準_品質管理基準及び規格値_施工後試験）
①　１ セメント・コンクリート（転圧コンクリート・コンクリートダム・覆工コンクリート・吹付けコンクリートを除く）

<摘要>高さが，5m以上の鉄筋コンクリート擁壁，内空断面積が25m2 以上の鉄筋コンクリートカルバート類，橋梁上・下部工及び高さが3m以上の堰・水門・樋門を対象(ただし，いずれの工種についてもプレキャスト製品及びプレストレストコンクリートは対象としない）とし，構造物躯体の地盤や他の構造物との接触面を除く全表面とする。フーチング・底版等で竣工時に地中，水中にある部位については竣工前に調査する。

②　24 覆工コンクリート(NATM)

【品質管理基準項目】

○セメント・コンクリート(転圧コンクリート・コンクリートダム・覆工コンクリート・吹付けコンクリー トを除く)

○プレキャストコンクリート製品(JISⅠ類及びⅡ類・その他)

○ガス圧接

○既製杭工

○下層路盤

○上層路盤

○アスファルト安定処理路盤

○セメント安定処理路盤

○アスファルト舗装

○転圧コンクリート

○グースアスファルト舗装

○路床安定処理工

○表層安定処理工(表層混合処理)

○アンカー工

○補強土壁工

○吹付工

○現場吹付法枠工

○河川土工

○海岸土工

○砂防土工

○道路土工

○捨石工

○コンクリートダム

○覆工コンクリート

○吹付けコンクリート

○ロックボルト

○路上再生路盤工

○路上表層再生工

○排水性舗装工・透水性舗装工

○プラント再生舗装工

○工場製作工(鋼橋用鋼材)

○ガス切断工

○溶接工

○中層混合処理

５　出来ばえに関する留意事項

【主たる工種の考え方】

※実施された工種の中から代表的な１工種を検査員が選択する。

【評点の付け方】

※「工種の考え方」により，選択した工種を工種欄から選ぶ。工種欄に複数の工種がある場合は，該当の工種を丸印で囲む。

※考査項目別運用表に該当の工事が無い場合は，評価対象項目の似た工種を利用し，一部修正を行う等して評価する。

※出来ばえの悪い項目，又は確認不可能な項目が有れば空白として，必ずコメントを記入する。

※中間検査で，その時点のメイン工事でありながら，工程上確認が不可能な項目が有れば「－」でその項目を削除する。

※完成検査でも，選定した工種の評価対象項目の内，無関係のものが有れば「－」で削除する。

※評価対象項目の「全体的な美観が良い。」は，施工途中での部分的な完成箇所又は完成時の構造物等の美しさを言う。（掘削法面，土羽，コンクリート表面やアスファルト表面の状態，構造物の通り，目地の揃い等により判断する。）
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